
金
滞
官
邸
志
品
世

叶

寺
を
股
立
し
て
故
間
越
中
の
柏町
村
へ
到
指
せ
ら
れ
、
吾
が
税
践
活
隠

共
に
迩
ひ
、
沓
合
兄
阪
に
申
棋
を
渇
れ
て
武
州
民
あ
り
。
今
此
桃
労
の

家
運
低
陀
愁
吉
、
継
続
す
べ
き
児
孫
も
な
け
れ
ば
、

今
は
赴
ま
で
な

り
。
我
が
組
先
考
枇
の
箆
陀
茸
回
提
院
を
法
る
べ
し
と
て
.
慈
父
合
兄

の
住
み
給
ひ
し
鉛
を
改
め
逃
り
寺
院
と
た
し
、
本
成
寺
と
ぞ
名
付
け

ら
れ
け
る
。
此
本
成
寺
は
、後
陀
第
三
組
日
樹
聖
人
の
代
陀
苛
枕

E
改

て
本
紛
寺
と
た
し
、
共
後
第
五
世
日
待
聖
人
初
て
山
放
を
附
し
、
寺
抽
叫

を
も
夏
め
て
瓜
柴
山
本
光
寺
と
い
へ
り
。
さ
て
此
年
は
愛
人
の
慈
父

桃
井
品
川
俄
の
卒
去
あ
り
し
よ
り
、
三
十
三
年
の
忌
陀
常
れ
ば
、

約
負
綿
布
市
村
な
る
先
考
の
胸
所
K
悶
ら
れ
.
骨
廿
諮
政
経
の
供
養
を

な
し
、
先
出
市
民
妙
巡
傘
俗
、
ま
た
先
枇
に
は
回
喰
傘
俄
の
法
山
肌
を
訟

ら
せ
ら
れ
た
り
。
斯
〈
て
本
成
寺
へ
師
り
給
へ
り
。
此
時
中
村
元
成

齢
既
に
七
十
歳
な
る
が
、
深
く
鹿
網

E
厭
ひ
、出
家
得
度
し
て
.先
君

の
庭
草

E
除
き
て
精
舎
を
街
ら
ん
事
を
乞
ひ
申
す
に
.
一

座
の
人
々

皆
モ
の
忠
心
を
感
貸
し
‘
玄
陀
流
沸
し
た
り
け
り
。
元
成
の
末
務
今

も
偽
浅
井
郷
K
あ
り
て
家
名
盛
ん
た
り
と
い
ふ
。
さ
て
右
射
水
郡
滋

井
郷
嶋
村
な
る
本
成
寺
は
、
永
正
年
聞
に
上
杉
開
制
定
と
長
尾
岬
局
長
と

の
政
争
の
時
に
.
兵
火
陀
郁
り
悉
く
焼
失
し
、
共
よ
り
後
天
文
十

州
本
興
苛
陀
て
寂
す
と
あ
り
。
と
服
せ
た
り
。
叉
或
は
一
E
ふ
。
今
浅
井

柏
町
村
林
一
脚
盆
の
境
内
K
.
日
隆
上
人
の
誕
生
地
と
い
ム
あ
り
。
明
治

維
新
の
一
初
め
.
右
祢
一
脚
訟
を
一
寺
と
な
し、

寺
拙
叫
を
誕
生
寺
と
叩
附す

と
い

へ
り
。

O
精
進
山
妙
正
寺

法
鉱
山示
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
設
に
一
耳
ふ
。
WM
寺
川
凶
器
・
永
仁
二
年

日
倣
上
人
間
聞
東
よ
り
上
治
あ
り
て
‘
能
登
凶
泊
谷
広
至
り
、
夫
よ
り

加
筑
間
石
川
郡
大
野
村
へ
到
浴
、
止
宿
之
円
慌
に
て
法
談
議
有
ν
之
庭
、

首
村
之
者
共
甚
だ
{一四
援
に
腕
依
し
・
信
仰
の
徐
り
改
宗
の
者
数
多
有
ν

之
故
・
日
像
上
人
滞
在
被
v
致
、
孤
法
談
議
有
v
之
慮
、
所
之
者
共
共

俗
家
主
寺
院
と
致
し
皮
旨
懇
墜
す
。
依
v

之
則
寺
と
成
し
、
妙
正
寺
と

寺
枕
を
付
奥
し
‘
柿
任
之
口
出
茶
総
得
を
磁
し
位
・
上
裕
被
v
致
。
依
'
之

永
仁
凶
年
内
玄
阿
悶
梨
開
山
与
成
り
寺
建
立
、
以
来
数
代
大
野
村
陀

有
v
之
底
、
天
疋
年
中
に
寺
紛
失
。

此
時
口
出
茶
毅
等
悉
〈
火
災
に
制
り

焼
失
す
。
夫
よ
り
二
十
年
飴
寺
中
絶
之
庭
、
元
和
元
年
に
抑
制
谷
妙
成

寺
十
五
世
田
保
上
入
、
卯
反
山
地
子
地
に
於
て
再
興
有
v
之
・
再
興
之

次
第
を
必
茶
難
民
紀
し
被
ν
位
。
と
あ
り
。
三
筋
屋
版
六
周
棋
に
は
、う

R
u

m
山布
山
妙
疋
寺
。

と
紀
さ
る
。

按
・
干
る

K
、
右
の
六
用
銀
は
五
保

金
滞
古
蹟
志
巻

叶

日

匹l
凶

年
安
卯
の
滋
・
革
路
を
結
び
一
円
十
を
建
立

L
・
更
に
寺
蹴
を
本
紹
寺

と
注
し
た
り
。
天
正
年
中
前
悶
市部の
所
仰
と
成
り
て
.
同
関
新
川
郡

宮
山
の
地
へ
移
し
進
立
し
て
本
総
寺
と
い

へ
り
。
共
後
同
医
長
六
年
射

水
郡
高
岡
の
地

へ
移
柿
押
し
.
古
定
塚
町
に
於
て
千
五
百
飴
歩
の
敷
地

を
賜
は
り
建
築
す
。
此
時
風
祭
山
本
光
寺
と
改
稿
す
と
一
Z
L
R

。
平
次

按
や
る
に
、
高
岡
へ
移
郷
せ
し
は
出
品
長
十
六
年
の
挟
り
な
ら
ん
か
。

是
高
岡
本
光
寺
と
て、

今
も
日
間
に
あ
り
。
赴
よ
り
金
部
卯
反
本
光

寺
出
で
た
り
。
江
沼
郡
大
型
寺
町
の
木
光
寺
も
.
高
岡
本
光
寺
の
別

れ
也
。
さ

τ貧
困
問
十
四
年
笛
断
取
調
書
K
.
射
水
郡
航
町
村
領
陀
寺
田
血

数
跡
有
ν
之。

此
日臨時肌
は
円
建
{一部
中
古
組
仰
日
隆
上
人
誕
生
之
地
陀

而
‘
阪
永
二
十
三
年
陀
目
隆
上
人
此
地
に
本
光
寺
と
去
ム
ヰ寸を
建
立

有
‘
之
。
後
前
岡
へ
引
帥
叫
す
。
赴
今
の
木
光
寺
也
。
又
的
村
の
寺
跡

陀
、
唯
今
は
評
跡
堂
の
み
有
v
之。

と
紀
紋
す
。
川町
村
主
る
寺
跡
は
似

の
本
成
寺
の
遺
跡
に
て
、
本
成
寺
を
後
に
本
紹
寺
と
改
稿

L
.高
岡
へ

移
碍
後
本
光
寺
と
改
務
せ
り
。
三
州
芯
来
図
慨
覧
K
.金
棒
卯
反
本
光

寺
の
開
祖
日
隆
は
、
桃
井
芭
常
の
族
に
て
‘
共
の
産
地
は
射
水
郡
波

井
川
崎
村
な
り
。
終
り
に
浅
井
川
町
村
に
て
溢
化
、
共
基
即
ち
此
地
に
あ

り
と
.
昔
日
北
諮
と
一
耳
ム
雑
書
陀
見
ゆ
。
本
光
寺
由
来
般
に
は
、
燐

五
年
の
梓
行
本
な
り
。
此
の
頃
は
山
枕
を
統
布
山
と
放
せ
し
た
る
べ

し。O
日
向
山
妙
園
寺

法
務
宗
也
。
点
平
二
年
の
山
来
舎
に
云
ふ
。
山川
奇
問
器
、
段
長
十
九

年
越
中
宮
山
妙
園
寺
位
持
日
会
建
立
。

出
刷
能
公
苑
逝
以
後
、
日
間
引

魁
之
艇
那
佐
々
勝
右
街
門

矢
嶋
一+
定
術
門

金
子
官
同
右
術
門

銀
屋

久
内
共
外
旦
那
共
、
金
保
K
於
て
寺
取
立
皮
旨
申
立
.
日
会
は
法
務

経
一
政
部
税
制
仕
る
法
師
成
故
、
右
m
m
那
共
山内
抗
敬
致
し
‘
回
全
を
翰

待
し
、
円
HM

寺
を
取
立
て
閉
山
と
す
。
と
あ
り
o
叉
別
の
来
隠
舎
に
は
・

営
寺
開
組
信
命
院
日
全
・
初
め
富
山
に
於
て
妙
園
寺
を
創
立
す
。北戸

後
高
岡
に
て
文
妙
園
寺
を
建
立
し
.
附
艇
長
十
九
年
金
津
に
て
叉
妙
図

品
寸
を
建
立
す
。
故

κ=一妙
闘
寺
と
糾
し
、
山
放
は
三
筒
寺
共
陀
日
向

山
と
い
ふ
と
あ
り
。

。
回
全
並
金
子
高
右
衛
門
偉

妙
閣
寺
過
去
帳
に
.
関
山
信
命
院
日
金
、
立
永
一万
年
正
月
廿
一
日
法

楽
経
一
応
部
桜
前
・
富
山
一脚
逝
川
忙
而
水
死
。
と
あ
り
て
・
入
水
し

て
往
生
せ
し
人
た
り
と
い

へ
り
。
又
仰
拾
に
同
〈
、
宮
山
皮
魂
丹
の

一
冗
組
浮
閑
翁
は
・
右
回
全
の
召
仕
ひ
た
る
従
僕
な
り
。
反
魂
丹
の
楽

四
五




